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問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）
身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

和紙を使ったランタンで空間を彩る

↑個性豊かなランタンが出来上がりました

　３月20日、児
童館で「和紙ラ
ンタン」づくり
が行われました。
事前に参加申し
込みを行った児
童、保護者25人
が参加。ふくら
ませた風船に和
紙を貼り、その
上に色々な形に切り取った折り紙を貼っていきます。和
紙が乾き、中の風船を割るとランタンが完成。中に電球
を入れると、児童館が幻想的な空間に変わりました。

↓18年ぶり２度目の県大会優勝と全国大会出場を決めたフレンズメンバー。全国大会での躍進が期待されます 抜群のチームワークで全国制覇へ

　ドッジボールチーム「添田フレンズ」が 2
月16日に行われた2024春の福岡県小学生ドッ
ジボール選手権で優勝し、第34回春の全国小
学生ドッジボール選手権に福岡県代表として
出場することを寺西町長に報告に訪れました。
31チームで争われた県大会では辛くも予選を
突破すると、決勝トーナメントでは強豪チー
ムとの対戦が続きますが接戦を制し決勝へ。
3セットマッチで行われた決勝は、2セット
を先取し見事優勝を果たました。３月30日に
行われる全国大会を前にキャプテンの西山楓
馬さん（中元寺小学校）は「優勝して帰ってき
ます」と力強く寺西町長へ抱負を語りました。

思い出残る学び舎との別れ

　添田中学校卒業式が３月７日、オークホー
ルで行われました。卒業生の中学校生活はコ
ロナ禍による活動制限や校舎建替による授業
制限などさまざまな制限がありましたが、そ
れらを乗り越えての卒業です。中野校長から
卒業証書が手渡された後、荒川彩和花さんが
これまでの中学生活を振り返り、同級生、在
校生、先生、そして保護者へ感謝を述べると
卒業生だけでなく、在校生、保護者の涙も誘
いました。３月末に閉校する町内の各小学校
では３月６日に卒業式が行われました。66年
の歴史を誇る真木小学校では、４人の卒業生
が太田校長から卒業証書を手渡されました。

↓式の最後に在校生、保護者、教師に向けて、卒業生全員で「群青」を合唱しました

↑卒業生答辞を述べる荒川彩和花生徒会長 ↑保護者などに見守られながら卒業証書を受け取りました

まちからのお知らせ＆情報

町バス「添田小学校口」の時刻が変更

４ 月21日㈪から、平日のみ運行する町バスまちなかコースに新しく「そえだジョイ」にバス
停を設置します。バス停の設置に伴い「添田小学校口」の時刻が変更になりますので、利

用する際はご注意ください。変更後の時刻表は、役場や町バス車内で配布しています。
                                                                                                   　問 役場まちづくり課まちづくり推進係（☎82-5965）

４月21日からそえだジョイに町バスが乗り入れを開始します

今年度から１回の乗車に助成券を２枚以上使えます

運 転免許を持たない75歳以上の人を対象とした「タクシー利用助成券」の交付を
受けるには毎年申請が必要です。役場から郵便などで申請の案内はしていませ

ん。今年度の助成券が必要な人は申請をお願いします。

タクシー利用助成は毎年申請が必要です

◉対象者　≪すべてに該当する人≫
　▶添田町に住民票がある75歳以上の人
　▶運転免許証を持っていない人
　▶町税、使用料などに滞納がない人
◉申請に必要なもの
　▶マイナンバーカードなどの本人確認ができるもの
　▶タクシー利用者登録証（すでに登録している人
　　のみ）
※代理で申請する場合は、代理人の本人確認ができ
るものが必要です。

◉助成内容
　利用助成券１枚につき500円を助成
※交付決定月により交付枚数が異なります。
【今年度から１回の乗車に複数枚使えます】
　昨年度までは１回の乗車につき、
助成券の使用は１枚でしたが、今年
度から枚数制限がなくなりました。
※タクシー利用料金を超える枚数は使用できません。
問 役場まちづくり課まちづくり推進係
　 （☎ 82-5965)
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　３月９日、町
立図書館で図書
館で楽しむ音楽
会が開催されま
した。筑前琵琶
奏者の髙木青鳳
さんを迎え「壇
ノ浦」や「五条
の橋」など５曲
が演奏されまし
た。筑前琵琶の力強い音色と髙木さんの感情豊かで抑揚
のある歌声で、物語の世界へと引き込まれる来場者。演
奏が終わると満員の会場から拍手が沸き起こりました。

筑前琵琶で聴く平家物語の世界

↑来場者も一緒に声を出す場面もあり会場が一体となりました


